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奈
；良
時

喜代

↑露
歌

藤
原

茂
樹

正
月
十
六
日
宴
・
踏
歌
・
進
薪

『
類
衆
国
史
』
に
よ
る
と
、
「
踏
歌
之
節
会
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
清
和
天
皇
天
安
三
年
（
八
五
九
）正
月
十
六
日
で
あ

る
。
遡
っ
て
、

こ
の
日
に
踏
歌
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
」
の
例
は
、
持
統
七
年
（
六
九
三
）に
一
度
と
、

後
述
す
る
奈
良
時
代
の
四
例
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
踏
歌
が
こ
の
日
以
外
に
な
さ
れ
た
例
は
飛
鳥
時
代
に
二
例
と
奈
良
時
代
四
例
の
計

六
例
あ
り

こ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
時
代
以
前
に
行
な
わ
れ
た
正
月
十
六
日
宴
を
「
踏
歌
節
会
」
と
理
解
す
る
こ
と

は
正
確
さ
を
欠
く
。
た
と
え
ば
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
続
日
本
紀
』
の
各
脚
注
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
各
年
の
十
六
日
宴
を
「
踏
歌
の
節
会

の
宴
」
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
雑
令
「
凡
正
月
一
日
。
七
日
。
十
六
日
。
三
月
三
日
。
五
月
五
日
。
七
月
七
日
。
十
一
月
大
嘗
日
。
皆

為
節
目
。
」
を
あ
げ
る
が
、
そ
れ
は
は
た
し
て
証
例
た
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
雑
令
で
は
正
月
十
六
日
を
節
目
と
規
定
す
る
が
、

踏
歌
に
つ
い
て
一
切
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
「
十
六
日
節
」
を
定
め
る
規
定
で
は
あ
っ
て
も
、
「
踏
歌
節
会
」
を
指
定
す
る
も
の
で
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は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
十
六
日
宴
は
多
く
、
踏
歌
記
事
は
少
な
く
、
し
か
も
踏

歌
記
事
が
十
六
日
に
固
定
化
し
て
い
な
い
事
実
に
思
い
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
踏
歌
は
正
月
十
六
日
宴
に
固
定
化
し
て

行
な
わ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
再
度
正
月
十
六
日
宴
と
踏
歌
記
事
を
一
調
べ
る
と
、
十
六
日
宴
は
、

紀
五
年
島
宮
で
の
宴
が
初
見
で
、
持
統
紀
に
集
中
し
定
着
す
る
。
持
統
一
二
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
一
年
に
十
六
日
宴
の
記
事
を
み
る

が
、
踏
歌
記
事
の
わ
が
国
の
初
見
は
、
そ
の
中
の
七
年
の
宴
に
お
い
て
で
あ
り
、
翌
八
年
の
正
月
に
は
、
踏
歌
は
早
く
も
十
七
日
・
十
九
日

に
移
さ
れ
て
十
六
日
宴
と
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
奈
良
時
代
も
つ
づ
き
、
踏
歌
が
十
六
日
宴
に
確
実
に
固
定
化
し
た
と
史
料

で
明
ら
か
と
な
る
の
は
、

む
し
ろ
、

そ
れ
ま
で
は
、

十
六
日
宴
の
記
事
に
踏
歌
の
こ

嵯
峨
天
皇
か
ら
淳
和
天
皇
代
に
か
け
て
と
み
ら
れ
る
。

と
を
み
な
い
例
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
も
っ
と
も
、
述
べ
た
よ
う
に
、

正
月
十
六
日
以
外
に
踏
歌
の
行
な
わ
れ
た
例
は
飛
鳥
お
よ
び
奈
良

時
代
に
集
中
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
時
代
は
、

踏
歌
が
年
中
行
事
に
固
定
化
す
る
以
前
の
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
含
む
時
期
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
と
同
時
代
の
唐
の
踏
歌
事
情
は
、
十
五
日
夜
（
元
宵
）

が
踏
歌
の
中
心
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
を
移
入
し
た
と
い

わ
れ
る
踏
歌
が
、
十
五
日
に
一
度
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
は
、
薪
進
上
と
の
関
係
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
天
武
紀

四
年
正
月
二
一
日
に
「
進
薪
」
（
薪
進
上
）の初
見
記
事
を
み
る
。
以
降
の
進
薪
記
事
は
、
同
紀
五
年
・
持
統
紀
四
・
八
・
九
・
十
年
と
み
え
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
正
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
漢
人
踏
歌
が
な
き
れ
よ
う
と
し
た
持
統
七
年
時
点
で
は
、

正
月
十
五
日
に
は
す
で
に
、
進

薪
の
行
事
化
が
定
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
持
統
朝
の
百
寮
は
十
五
日
に
薪
を
進
上
し
、

そ
の
翌
日
に
、

そ
の
褒
美
も
か
ね
て
晴

れ
の
宴
に
出
席
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
武
官
人
が
こ
ぞ
っ
て
薪
を
進
上
し
、
検
校
の
後
主
殿
寮
に
貯
納
す
る
多
忙
な
十
五
日
に
、
漢
人
が

踏
歌
を
行
な
う
こ
と
を
わ
が
国
は
選
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
薪
進
上
は
『
続
日
本
紀
』
に
記
録
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
雑
令
に
「
凡
文
武

天
武
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官
人
、
毎
年
正
月
十
五
日
並
進
薪
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
に
進
薪
は
行
な
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
渡
来
人
で

（
天
平
二
年
皇
后
宮
踏
歌
後
引
①
）
奈
良
の
踏
歌
も
ま
た
、
十
五
日
を
避
け
た
の
は
そ
れ
ゆ
え

は
な
く

わ
が
国
の
官
人
か
ら
は
じ
ま
っ
た

で
あ
る
。
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
踏
歌
は
ま
だ
恒
例
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
、

十
五
日
進
薪
と
十
六
日
宴
と
は
宮

廷
行
事
と
し
て
固
定
化
を
み
せ
て
い
た
。

だ
か
ら
、
進
薪
と
踏
歌
と
に
な
ん
ら
か
の
関
係
が
生
じ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
踏
歌
が
十
六
日
に
固

(3
) 

池
田
弥
三
郎
氏
が
、

定
化
し
た
後
の
こ
と
と
み
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
両
者
の
関
係
を
宮
廷
行
事
が
固
定
化
し
た
以
前
に
遡
る
と
、
「
一
万
来

こ
の
御
薪
は
、
山
か
ら
訪
れ
て
く
る
山
人
の
、

正
月
の
や
ま
づ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
宮
廷
に
お
い
て
百
官
の
奉
仕
に
変
わ
っ
た
、

て
、
古
今
集
大
歌
所
御
歌
大
直
日
歌
「
あ
た
ら
し
き
年
の
は
じ
め
に
か
く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
た
の
し
き
を
つ
め
」
の
考
察
へ
進
み
、

「
踏
歌
と
山
人
の
来
訪
と
進
薪
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
憶
」
を
う
か
が
お
う
と
し
た
の
は
、
説
得
力
の
あ
る
進
め
方
で
あ
っ
た
が
、

確
認
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
進
薪
と
踏
歌
と
が
宮
廷
行
事
に
固
定
す
る
の
は
奈
良
時
代
で
は
ま
だ
早
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
唐

で
は
観
灯
行
事
に
踏
歌
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
そ
の
よ
う
な
都
会
的
な
観
灯
行
事
は
行
な
わ
れ
ず
、
記
録
上
燃
灯
は
も
っ
ぱ

ら
仏
教
行
事
に
お
い
て
な
き
れ
、
踏
歌
は
こ
れ
と
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
唐
の
観
灯
行
事
は
町
中
で
行
な
わ
れ
る
官
民
一
斉
の
行
事

で
あ
る
が
、

わ
が
国
の
踏
歌
は
そ
れ
ほ
ど
の
環
境
を
遂
に
持
ち
得
な
か
っ
た
。
踏
歌
は
わ
が
国
独
自
の
受
容
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

奈
良
時
代
踏
歌
の
怖
轍

こ
こ
で
、
奈
良
時
代
の
踏
歌
全
般
に
つ
い
て
見
渡
し
を
行
な
っ
て
お
き
た
い
。
『
続
日
本
紀
』の
踏
歌
記
事
は
わ
ず
か
八
例
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
特
徴
的
な
踏
歌
の
形
態
（
①
②
）
が
み
ら
れ
、
宮
廷
芸
能
と
し
て
固
定
し
た
平
安
朝
以
降
に
は
見
ら
れ
な
い
多
様
性
を
も
っ
。

① 

A
H
u
 

q
、
u

門t
，
．

天
平
二
年
正
月
十
六
日

天
皇
御
一
一
大
安
殿
一
宴
一
五
位
巳
上
ベ
晩
頭
、
移
一
一
幸
皇
后
宮
ィ
百
官
主
典
己
上
陪
従
、
踏
歌
且
奏 (397) 

と
し

い
ま

-88-



② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

且
行
。
引
二
入
宮
裡

J

以
賜
一
一
酒
食J
因
令
レ
採
一
一
短
籍
」
書
以
一
一
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
五
宇
一
随
一
一
其
宇
一
而
賜
レ

物
。
得
レ
仁
者
施
也
。
義
者
糸
也
。
礼
者
綿
也
。
智
者
布
也
。
信
者
段
常
布
也
。

天
皇
御
一
一
大
安
殿J宴
一
一
群
臣J
酒
酎
奏
一
一
五
節
目
憐J
誌
更
令
一
一
少
年
童
女
踏
歌
」
又
賜
一
一

742 

天
平
十
四
年
正
月
十
六
日

宴
天
下
有
位
人
井
諸
可
史
生
心
於
レ
是
、
六
位
以
下
人
等
鼓
レ
琴
歌
目
、
新
年
始
遁

供
奉
良
米

何
久
志
社

-
EA 「

町d
円
t
t

天
平
勝
宝
三
年
正
月
十
六
日

万
代
摩
提
丹
。
宴
誌
賜
レ
禄
有
レ
差
。

天
皇
御
一
一
大
極
殿
南
院J
宴
一
一
百
官
主
典
巳
上
J

賜
レ
禄
有
レ
差
。
踏
歌
歌
頭
女
嬬
忍
海
伊
太

須
・
錦
部
河
内
並
授
一
外
従
五
位
下J

752 

天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日

有
王
臣
諸
氏
五
節
・
久
米
憐
・
楯
伏
・
腸
歌
・
袖
袴
等
歌
憐
J
東
西
発
レ
声
、
分
レ
庭
而
奏
。

帝
臨
レ
軒
。
授
二
高
麗
大
使
楊
承
慶
正
三
位
、
（
中
略
）
賜
一
一
国
王
及
大
使
己
下
禄
一
有
レ
差
。

0
3
 

p
k
！
り

門
i
t

天
平
宝
字
三
年
正
月
十
八
日

饗
一
五
位
己
上
、

直
舎
那
大
仏
像
成
、
始
開
眼
。

（
中
略
）
既
而
雅
楽
寮
及
諸
寺
種
々
音
楽
、
並
戚
来
集
。
復

及
蕃
客
井
主
典
巳
上
於
朝
堂
j
作
一
一
女
楽
於
憐
台
一
奏
一
一
内
教
坊
腸
歌
於
庭
ベ
客
、
王
典
己
上
次
レ

之
。
事
畢
賜
レ
綿
各
有
レ
差
。

文
武
百
官
主
典
巳
上
於
朝
堂
」
作
一
一
唐
・
吐
羅
・
林

763 

天
平
宝
字
七
年
正
月
十
七
日

帝
御
一
一
閤
門J
饗
一
五
位
巳
上
及
蕃
客
、

綿
卜
有
レ
差
。

邑
・
東
国
・
隼
人
等
楽

A

奏
一
一
内
教
坊
踏
歌ι
客
、
王
々
典
巳
上
次
レ
之
。
賜
卜
供
奉
踏
歌
百
官
人
及
高
麗
蕃
客

767 

神
護
景
雲
一
五
年
十
月
二
十
四
日

船
山

η
i
 

玉

亀
十

年
正
月
十

日

御
一
大
極
殿
J
屈
一
一
僧
六
百A

転
読
大
般
若
経

J
奏
一
唐
・
高
麗
楽
及
内
教
坊
腸
歌
J

賜
二
唐
及
新
羅
使
射
及
踏
歌
J

-89-(396) 



ま
ず
踏
歌
の
行
な
わ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
①
i

③
⑤
⑥
⑧
は
正
月
十
六
j

十
八
日
に
行
な
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
④
⑦
は
他

の
月
に
行
な
わ
れ
た
。
④
は
大
仏
関
眼
会
へ
の
参
加
と
い
う
特
殊
事
例
で
あ
り
、
記
録
上
正
月
以
外
に
踏
歌
が
な
き
れ
た
初
め
て
の
例
で
あ

る
。
新
年
正
月
の
芸
能
で
あ
っ
た
踏
歌
が
、
季
節
の
宴
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
芸
能
と
し
て
の
自
立
が
促
さ
れ
た

(4
) 

こ
の
と
き
そ
の
奏
上
の
意
義
・
目
的
か
ら
新
年
の
は
じ
め
の
祝
福
や
地
鎮
な
ど
の
呪
的
要
素
が
一
旦
切
り
離
き
れ

こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
⑦
の
事
例
も
そ
の
例
に
入
る
。
こ
の
場
合
も
新
た
に
仏
賛
仰
の
色
を
添
え
る
意
義
を
帯
び
た
芸
能
と
し
て
行
な
わ
れ

た
。

つ
ぎ
に
、
担
当
者
の
違
い
が
個
々
別
々
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
慮
の
要
が
あ
る
。
⑤
⑥
⑦
は
内
教
坊
の
女
官
に
よ
る
も
の
で
、
専
門

化
し
た
宮
廷
芸
能
と
な
っ
て
い
る
。
⑧
も
外
国
の
使
節
に
踏
歌
を
賜
う
と
あ
る
た
め
に
内
教
坊
踏
歌
と
判
断
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
①
は

官
僚
た
ち
が
主
体
で
あ
り
、
専
門
職
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
②
は
少
年
童
女
が
踏
歌
を
な
す
特
殊
な
様
態
で
あ
る
。た
と
え
ば
、
外
来
の

伎
楽
を
少
年
に
教
習
せ
し
め
た
例
（
推
古
紀
二
十
年

六
一
二
年
）
や
神
泉
苑
御
霊
会
で
「
以
一
一
帝
近
侍
児
童
及
良
家
稚
子
－
為
一
一
舞
人
一
」

（
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
五
月
二
十
日
八
六
三
年
）
と
帝
に
近
侍
す
る
児
童
を
舞
人
と
す
る
例
な
ど
を
知
る
ば
か
り
で
、
少
年
と
童

女
と
が
と
も
に
、
同
じ
時
と
場
で
舞
を
な
す
例
は
注
意
を
ひ
く
（
次
章
）
。
①
も
②
も
内
教
坊
踏
歌
と
は
一
線
を
画
す
。
こ
の
よ
う
に
奈
良

時
代
の
踏
歌
は

そ
の
場
面
ご
と
に
異
な
る
姿
を
み
せ
る
。

内
教
坊
踏
歌

唐
の
内
教
坊
は
、
舞
楽
教
習
の
た
め
宮
中
に
置
か
れ
た
施
設
で
開
一
克
二
年
（
七
一
四
）
に
成
立
し
て
い
る

(5
) 

署
）
。
わ
が
国
の
内
教
坊
は
、
唐
の
そ
れ
を
模
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
正
天
皇
時
代
に
そ
の
よ
う
な
機
構
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た

(6

)(

7
) 

可
能
性
も
あ
る
が
、
中
国
風
な
内
教
坊
の
語
を
冠
し
、
機
構
の
整
備
を
図
っ
た
の
は
、
恵
美
押
勝
政
権
時
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
⑤
記
事
は

（
『
唐
書
』
百
官
志
、
太
楽

(395) 90-



内
教
坊
お
よ
び
内
教
坊
踏
歌
の
初
見
記
事
で
あ
り
、
内
教
坊
踏
歌
は
唐
風
晴
好
の
強
い
恵
美
押
勝
（
藤
原
仲
麻
呂
）
時
代
の
所
産
だ
と
い
え

る
。
こ
の
時
代
に
内
教
坊
踏
歌
は
宮
廷
芸
能
と
し
て
正
月
行
事
の
中
に
定
着
し
た
と
い
え
る
。
③
で
渡
来
人
女
性
が
踏
歌
歌
頭
を
勤
め
た
と

し
て
叙
位
さ
れ
た
記
事
を
み
る
と
、

こ
れ
は
宮
廷
の
女
官
が
踏
歌
を
担
当
し
お
そ
ら
く
上
々
の
出
来
を
見
せ
た
が
た
め
の
褒
美
で
あ
り
、

た
踏
歌
と
い
う
芸
能
の
奨
励
と
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
宮
廷
で
専
門
化
し
て
ゆ
く
女
性
踏
歌
の
は
じ
ま
り
を
告
げ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
歌
頭
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
折
の
踏
歌
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
を
意
味
し
、
多
数
の
女
官
が
踏
歌
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
推

測
せ
し
め
る
。
と
こ
ろ
で

こ
こ
に
「
女
嬬
」
と
あ
り
、
「
内
教
坊
」
と
記
さ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。
こ
こ
に
い
う
「
女
嬬
」
と
は
、
皇

后
宮
の
内
侍
司

（
十
人
）
・
書
司

（
百
人
）
・
蔵
可

六
人
）
・
闇
司
（
十
人
）
・
殿
司

六
人
）
・
掃
司

六
人
）
・
薬
司

四
人
）
・
兵
司

（
十
人
）
に
仕
え
る
「
女
嬬
」
（
計
百
五
十
二
人
）
中
の
人
物
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
（
後
宮
職
員
令
）
。
こ
の
二
人
の
渡
来
系
女
揺
が

光
明
皇
太
后
の
周
忌
に
供
奉
し
た
こ
と

（
続
紀
。天
平
宝
字
五
年
六
月
二
十
六
日
条
）

や
内
侍
司
牒
に
「
錦
部
連
川
内
」
の
署
名
が
み
え

（
大
日
本
古
文
書
巻
二
｜
八
）
、こ
れ
が
内
侍
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
た
め
、

二
人
は
皇
后
宮
に
女
掃
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
女
嬬
踏
歌
は
、
皇
后
宮
で
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
の
翌
年
の
④
大
仏
関

眼
会
の
「
閥
歌
」
が
、
『
東
大
寺
要
録
』
供
養
章
第
三
に
「
女
漢
躍
歌
百
二
十
人
」
と
内
訳
を
残
す
こ
と
と
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
内
教
坊
踏
歌
の
語
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
未
だ
「
内
教
坊
踏
歌
」
は
、この
時
点
で
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
大
仏
開
眼
会
の
こ
の
と
き
も
、
女
漢
踏
歌
の
歌
頭
は
渡
来
系
の
女
揺
だ
っ
た
。
そ
の
百
二
十
人
す
べ
て
が
皇
后
宮
の
「
女
嬬
」
で
あ
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
③
「
歌
頭
」
と
し
て
渡
来
系
女
性
の
名
が
二
人
記
さ
れ
た
の
は
、
踏
歌
の
形
態
が
す
で
に
二
組
に
分
か
れ

て
奏
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

忍
海
は
、
大
和
国
忍
海
郡
に
本
拠
が
あ
り
、
錦
部
は
河
内
国
錦
部
郡
・
若
江
郡
錦
部
を
本
拠

と
す
る
氏
族
で
あ
る
か
ら

こ
の
二
組
の
踏
歌
は
、
大
和
系
踏
歌
と
河
内
系
踏
歌
の
華
を
競
っ
た
も
の
と
み
る
。

宇
品

91 (394) 



以
上
、
簡
略
な
見
渡
し
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
続
日
本
紀
」
踏
歌
記
事
八
例
は
四
区
分
で
き
る
と
考
え
る
。

① 

皇
后
宮
百
官
踏
歌

②
少
年
童
女
踏
歌

③
④
皇
后
宮
女
嬬
踏
歌

⑤
1

⑧
内
教
坊
踏
歌

そ
の
中
で
、
皇
后
宮
の
女
掃
踏
歌
が
、
内
教
坊
妓
女
の
踏
歌
へ
と
転
換
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
以
後
、
奈
良
後
半
か
ら
平
安
に
か
け

て
、
宮
廷
芸
能
と
し
て
の
踏
歌
の
主
流
は
女
踏
歌
と
な
っ
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
く
る
と
問
題
が
起
き
る
。
即
ち
、

踏
歌
の
歴
史
の
中
で
①
②
と
③
④
と
の
位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

踏
歌
・
歌
憐
所
・
皇
后
宮

こ
の
章
で
は
、

(3
) 

に
つ
い
て
の
一
つ
の
鋭
い
指
摘
に
つ
い
て
述
べ
始
め
る
。
池
田
弥
三
郎
氏
は
、

天
平
十
四
年
正
月
十
六
日
宴
（
②
記
事
）

「
令
踏
歌
」
の
「
令
」
と
示
す
と
こ
ろ
に
、
「
わ
ず
か
に
表
記
者
の
心
配
り
が
う
か
が
え
る
」
と
し
て
「
要
す
る
に
、
奈
良
朝
に
至
っ
て
、

月
の
饗
宴
と
し
て
の
踏
歌
が
ほ
ぼ
形
を
な
し
た
ら
し
」
い
と
み
る
。
奈
良
時
代
の
踏
歌
が
自
然
発
生
的
な
も
の
で
は
な
く
、
饗
宴
と
し
て
行

(8
) 

な
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
敏
感
な
読
み
取
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
『
続
日
本
紀
』
を
精
査
し
た
宮
岡
薫
氏
は
、
「
令
踏
歌
」
「
少
年
童

女
踏
歌
」
共
に
他
例
を
み
な
い
記
事
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で

こ
の
宴
に
は
恭
仁
宮
造
営
・
新
都
恭
仁
京
の
寿
祝
と
い
う
特
別
の
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
た
と
読
み
を
深
め
た
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と

こ
の
都
を
前
年
十
一
月
に
大
養
徳
恭
仁
京
大
宮
と
称
え
そ
の
「
万
代
」

を
願
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
城
京
よ
り
移
築
の
大
極
殿
は
、
こ
の
正
月
に
な
っ
て
も
ま
だ
出
来
上
が
ら
ず
、
十
四
年
の
正
月
朔
百
官
朝

(393) -92-
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か
り
あ
づ
ま
や
ど
の

賀
は
「
権
に
四
阿
殿
を
造
」
り
そ
こ
で
済
ま
せ
る
と
い
う
佑
し
く
も
心
細
い
状
態
の
新
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
七
日
に
は
造
宮
卿
智
努
王

を
激
励
し
、
造
宮
を
促
し
、
十
六
日
に
は
「
群
臣
を
宴
し
」
き
ら
に
「
宴
を
天
下
の
有
位
の
人
、
井
せ
て
諸
司
の
史
生
に
賜
ふ
」
と
い
う
盛

大
な
宴
を
な
す
。
有
位
の
人
・
史
生
に
ま
で
宴
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
も
異
例
で
、
こ
の
宴
は
宮
廷
関
係
者
を
総
動
員
し
て
の
つ
ま
る
と
こ

ろ
大
盤
振
る
舞
い
の
宴
で
あ
っ
た
。
宴
は
、
恭
仁
帝
都
の
万
代
を
希
求
し
た
意
図
と
は
う
ら
は
ら
な
不
如
意
ば
か
り
の
時
期
に
行
な
わ
れ
て

い
ヴh
v。

そ
こ
で

ま
た
官
人
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
帝
都
の
将
来
を
栄
え
あ
ら
し
め
よ
う
と

こ
の
｛
妄
は
、天
皇
の
お
心
を
慰
め
る
た
め
に
、

の
意
図
の
も
と
、

こ
と
さ
ら
盛
り
上
げ
て
成
功
き
せ
よ
う
と
図
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

十

年

天
平
二
年
皇
后
宮
踏
歌
以
来
、

ぶ
り
に
踏
歌
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
令
踏
歌
」
記
事
は
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
六
位
以
下
の

人
々
が
、
宴
の
最
後
の
歌
と
し
て
、
琴
に
併
せ
て
「
新
し
き
年
」
の
歌
を
歌
い
、
朝
廷
の
永
続
と
官
人
の
弛
み
な
い
奉
仕
を
、
「
万
代
ま
で
」

と
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
の
五
節
団
憐
が
六
国
史
の
初
出
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
舞
が
新
た
な
意
味
を
も
ち
国
家
的
儀
礼
中
に
加
え

ま
た
、

ら
れ
た
こ
と
の
指
摘
は
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
五
節
団
憐
も
少
年
童
女
踏
歌
も
ま
た
「
新
た
し
き
」
琴
歌
も
い
ず
れ
も
新
奇
な
出
し
物
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
新
企
画
の
宴
の
主
唱
者
が
誰
か
は
不
明
だ
が
、
実
際
そ
の
実
現
の
た
め
に
立
ち
働
い
た
の
が
誰
か
は
、
想
像
が
つ

く
0

ポ
イ
ン
ト
は
二
点
あ
る
。
十
二
年
前
に
踏
歌
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
見
れ
ば
よ
い
。
そ
の
と
き
、
こ
れ
を
演
出
し
た
者

(2
) 

が
風
流
侍
従
で
あ
っ
た
こ
と
は
か
つ
て
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
十
二
年
も
経
過
す
れ
ば
一
世
代
が
変
わ
る
。
次
世
代
は
歌
健
所
の
人
々
が
歌
舞

（
叩
）

の
新
し
い
動
き
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
井
村
哲
夫
氏
に
よ
る
と
、
歌
憐
所
は
天
平
三
年
（
七
三
二

j

天
平
宝
字
四
年
（
七
六
O
）
前
後

が
活
動
時
期
で
皇
后
宮
職
に
所
属
し
た
。
天
平
八
年
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
（
『
万
葉
集
』
巻
六
・
一
O

一
一
題
詞
）
、天
平
十
一
年
皇
后

宮
之
維
摩
講
（
「
万
葉
集
』
巻
八
・
一
五
九
四
）
の
仏
前
唱
歌
の
面
々
が
実
際
の
歌
憐
所
の
諸
王
臣
子
に
あ
た
る
と
い
う
。
十
二
年
前
の
皇

后
｛
呂
踏
歌
を
、
常
日
頃
皇
后
宮
に
勤
務
す
る
歌
健
所
の
人
々
が
、
形
を
変
え
て
再
現
き
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
点
で
あ
る
。
第
二
点
は
、 -93-(392) 



そ
の
面
々
に
あ
る
。
仏
前
唱
歌
の
折
り
、

弾
琴
は
市
原
王
（
天
平
十
五
年
五
月
無
位
か
ら
従
五
位
下
。
続
紀
。

七
四
三
年
）
・
忍
坂
王
（
伝

未
詳
な
が
ら
、

天
平
宝
字
五
年
正
月
無
位
か
ら
従
五
位
下
の
忍
坂
王
と
同
一
人
か
。
続
紀
。
七
六
一
年
）
、
歌
子
は
田
口
朝
臣
家
守
（
伝
未

詳
）
・
河
辺
朝
臣
東
人
（
神
護
景
雲
元
年
従
五
位
下
。
続
紀
。

七
六
七
年
）
・
置
染
連
長
谷
（
伝
未
詳
）
等
十
数
人
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な

氏
名
・
役
割
・
人
数
の
記
録
が
残
る
。
二
十
人
近
い
こ
れ
ら
の
音
楽
関
係
者
は
、
名
を
記
す
五
人
の
だ
れ
も
が
、
天
平
十
四
年
段
階
で
従
五

ひ

位
下
の
叙
位
を
得
て
い
な
い
。
恭
仁
京
で
の
こ
の
正
月
十
六
日
宴
で
、
「
琴
を
鼓
き
」
「
新
た
し
き
年
の
始
め
に
」
の
歌
を
歌
っ
た
「
六
位
以

（
日
）
（
ロ
）

下
の
人
等
」
と
は
、
実
に
こ
れ
ら
歌
憐
所
の
面
々
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
井
口
樹
生
氏
・
宮
岡
氏
に
充
分
な

論
証
も
あ
り
、
詳
述
を
さ
け
る
が
、
手
短
に
こ
の
歌
へ
の
視
角
を
示
す
た
め
に
、

こ
れ
と
類
句
を
も
っ
歌
詞
を
『
万
葉
集
』

か
ら
摘
出
す

る
。
「
か
く
し
こ
そ
1

楽
し
き
を
へ
め
」
（
巻
五
・
八
一
五
）
「
か
く
し
こ
そ1
楽
し
く
飲
ま
め
」
（
巻
五
・
八
一
二
三
）は
天
平
二
年
正
月
十
三

日
作
、
「
か
く
し
こ
そ
仕
へ
奉
ら
め
」
（
巻
十
八
・
四O
九
八
）
は
天
平
感
宝
元
年
五
月
頃
の
作
で
あ
る
。
「
新
た
し
き
年
の
は
じ
め
」

詞
を
も
っ
歌
は
、
巻
十
七
・
三
九
二
五
は
天
平
十
八
年
正
月
だ
が
日
付
な
し
、
巻
十
九
・
四
二
二
九
は
天
平
勝
宝
三
年
正
月
一
一
日
、
同
巻
四

二
八
四
は
同
五
年
正
月
四
日
、
巻
二
十
・
四
五
一
六
は
天
平
宝
字
三
年
正
月
一
日
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
右
の
ど
れ
も

踏
歌
の
行
な
わ
れ
る
上
元
前
後
の
日
付
と
関
連
を
一
不
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』の「
新
し
き
年
の
は
じ
め
」
の
句
を
も
っ
歌
は
、

正
月
の
一
1

四
日
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
万
葉
集
」
に
お
い
て
正
月
初
め
に
歌
わ
れ
る
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
た
と
み
え
る
。
上
元

（
日
）

頃
の
正
月
行
事
の
終
わ
り
を
飾
る
踏
歌
と
は
関
連
が
薄
い
。
し
た
が
っ
て
、
恭
仁
京
で
の
宴
歌
が
特
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
琴
に
合
わ

せ
て
歌
わ
れ
た
い
わ
ば
正
月
の
琴
歌
は
、
「
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
歌
詞
や
適
す
る
歌
の
場
を
踏
歌
と
関
ら
せ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
重
要
な
こ
と
は
、
歌
憐
所
の
企
画
や
演
奏
が
踏
歌
と
「
新
し
き
年
の
は
じ
め
に
」
の
琴
歌
と
を
ほ
ぼ
同
時
に
公
開
さ
せ
た
こ
と
で
あ

る
。
踏
歌
と
琴
歌
と
が
競
合
す
る
場
が
歌
憐
所
の
働
き
に
よ
り
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
踏
歌
は
こ
の
と
き
歌
憐
所
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
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た
。
そ
れ
に
は
官
人
踏
歌
の
発
祥
に
深
く
関
る
皇
后
宮
と
、

そ
の
宮
内
に
所
属
す
る
歌
憐
所
に
よ
る
発
案
と
い
う
必
然
的
な
ラ
イ
ン
が
あ

る
。
歌
憐
所
の
活
動
指
針
の
一
つ
は
こ
の
四
年
前
の
天
平
八
年
段
階
で
「
古
憐
」
「
古
情
」
「
古
歌
」
「
古
曲
」
「
古
樫
」
（
「
万
葉
集
』
六
・
一

の
研
究
開
発
に
あ
っ
た
。

O

一
O
左
注
）

一
世
代
前
に
行
な
わ
れ
た
立
后
翌
年
の
歴
史
的
記
憶
に
残
る
記
念
す
べ
き
踏
歌
は
、

十
二
年
を
経

て
、
古
憐
古
情
古
歌
古
曲
古
体
の
研
究
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
風
流
侍
従
の
足
跡
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
も
な

る
。
歌
憐
所
に
よ
っ
て
、
踏
歌
は
宮
廷
芸
能
と
し
て
そ
の
可
能
性
を
聞
か
れ
た
。
踏
歌
は
洗
練
さ
れ
宴
の
な
か
に
位
置
を
持
ち
得
る
こ
と
を

発
見
さ
れ
た
と
い
え
る
。

少
年
童
女
の
踏
歌
は
意
図
さ
れ
た
そ
の
一
つ
の
か
た
ち
な
の
で
あ
る
。
都
大
路
か
ら
官
人
の
大
集
団
が
宮
殿
へ
参

入
す
る
と
い
っ
た
十
二
年
前
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踏
歌
の
展
開
は
こ
こ
に
は
な
く
、
宴
の
中
の
芸
能
と
し
て
、
新
た
に
発
案
き
れ
演
じ
ら
れ

た
も
の
と
い
え
る
。

天
平
十
四
年
の
段
階
の
わ
が
国
の
踏
歌
は
、

ま
だ
宮
廷
芸
能
の
中
で
産
声
を
挙
げ
た
ば
か
り
の
状
態
に
近
い
。
し
か

も
、
少
年
童
女
踏
歌
が
成
功
を
お
き
め
た
か
は
心
も
と
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
様
態
は
以
後
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

九
年
後
、
皇
后
官
に
勤
め
る
女
掃
に
よ
り
踏
歌
が
行
な
わ
れ
、

翌
年
大
仏
開
眼
会
に
披
露
さ
れ
て
、
女
踏
歌
は
宮
廷
芸
能
と
し
て
の
地
歩
を

占
め
て
ゆ
く
。

お
そ
ら
く
、
光
明
皇
后
宮
で
は
渡
来
系
の
女
踏
歌
が
養
成
さ
れ
て
い
た
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
憶
測
に
す
ぎ
る
が
、

九
年
前
に
童
女
踏
歌
を
な
し
た
者
が
、
時
移
り
成
人
し
、
女
嬬
踏
歌
・
女
漢
踏
歌
の
中
心
的
役
割
を
に
な
う
人
物
に
な
る
と
い
う
筋
道
も
あ

り
得
た
で
あ
ろ
う
。
歌
憐
所
諸
王
臣
子
も
女
嬬
も
皇
后
宮
に
奉
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
光
明
皇
后
の
宮
は
奈
良
時

代
踏
歌
の
揺
藍
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
前
半
の
踏
歌
は
、
皇
后
宮
に
参
入
し
た
官
人
踏
歌
に
起
こ
り
、
皇
后
宮
職
所
属
の
歌
憐
所
の
諸
王
臣

子
に
取
り
立
て
ら
れ
、
皇
后
宮
に
仕
え
る
女
掃
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
、

そ
の
初
々
し
い
時
期
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
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踏
歌
の
禁
制

最
後
に
、
上
記
の
宮
廷
踏
歌
と
は
こ
と
な
る
民
間
の
踏
歌
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。
平
城
京
は
本
格
的
な
都
市
で
あ
っ
た
。
概
し
て
、
都

市
は
新
た
な
流
行
を
創
り
出
す
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
か
ら
の
人
の
流
入
定
着
に
よ
り
、

地
方
の
古
い
習
俗
が
入
り
込
み
ゃ
す
い
。
往
々
に

し
て
新
た
な
創
出
は
良
風
秩
序
を
崩
す
力
を
苧
み
、
地
方
の
古
俗
に
は
粗
野
で
露
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
為
政
者
は
そ
の

過
度
を
嫌
い
、
従
前
の
秩
序
や
風
俗
を
保
と
う
と
す
る
。
『
類
従
三
代
格
』
巻
十
九
禁
制
事
に
は
、
奈
良
時
代
に
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
禁

制
の
命
令
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
太
政
官
符
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
両
京
畿
内
の
踏
歌
を
禁
断
す
る
命
令
が
み
え
る
。

太
政
官
符

禁
二
断
両
京
畿
内
踏
歌
一
事

右
被
一
一
右
大
臣
今
月
十
四
日
宣
一
偽
。
奉
レ
勅
。
今
開
。
里
中
踏
歌
承
前
禁
断
。
而
不
レ
従
一
一
捉
揚
一
猶
有
一
一
濫
行

J
厳
加
一
一
禁
断
一
不
レ

得
一
一
更
然J若
有
一
一
強
犯
一
者
追
捕
申
上
。

天
平
神
護
二
年
正
月
十
四
日

こ
の
禁
制
記
事
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
り
多
少
な
り
と
も
分
析
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本

紀
』
に
み
る
踏
歌
記
事
は
、
宮
廷
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
限
定
的
に
記
録
さ
れ
た
記
事
に
す
ぎ
ず
、
宮
廷
芸
能
と
し
て
の
踏
歌
と
は
別

に
、
民
間
芸
能
と
し
て
の
踏
歌
が
こ
の
頃
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
定
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
里
中
踏
歌
承
前
禁
断
」
と
の
文
言

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
夜
祭
会
飲
先
己
禁
断
」
（
延
暦
十
七
年

七
九
八
年
「
禁
制
両
畿
内
夜
祭
歌
憐
事
」
『
類
束
三
代
格
」
巻
十
九

(389) 96 



禁
制
事
）
）
の
文
言
と
を
並
べ
て
み
る
と
一
層
明
白
と
な
る
が

こ
の
太
政
官
符
が
、
踏
歌
に
対
す
る
初
め
て
の
禁
制
で
は
な
か
っ
た
と
知

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
年
）
以
前
に
す
で
に
民
間
の
踏
歌
は
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
為
政
者
の
目
か
ら
見
る
と

秩
序
を
欠
い
た
状
況
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
踏
歌
は
奈
良
時
代
に
お
い
て
都
の
貴
族
た
ち
ば
か
り
の
芸
能
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
里
中
踏
歌
を
歌
垣
と
す
る
見
解
が
い
わ
ば
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
の
里
中
踏
歌
こ
そ
、
歌
垣
そ
の
も
の
を

(3
) 

指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
池
田
弥
三
郎
氏
）
。
「
こ
こ
に
い
う
踏
歌
は
歌
垣
の
こ
と
で
あ
る
。
踏
歌
は
も
と
唐
朝
の
正
月
行
事
な
の
で
あ
る

（
日
）

が
、
日
本
の
宮
廷
が
こ
れ
を
採
り
入
れ
る
に
及
ん
で
歌
垣
と
合
体
し
た
。
」
（
西
郷
信
綱
氏
）
。
「
「
里
中
踏
歌
」
は
民
間
の
歌
垣
を
き
す
と
思

（
時
）

こ
う
表
現
し
た
の
は
、
前
節
に
み
た
よ
う
な
宮
廷
に
お
け
る
歌
垣
の
変
容
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
増
尾
伸
一
郎
氏
）
と
こ

わ
れ
る
が

は
た
し
て
そ
う
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
歌
垣
歌
の
研
究
か
ら
こ
れ
を
踏
歌
と
混
同
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
見
解
（
宮

岡
薫
氏
・
森
田
悌
氏
・
井
上
和
久
氏
）
も
あ
り
、
今
後
議
論
を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
詳
細
を
尽
く
す
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
「
踏

の
よ
う
に
あ
る
が
、

歌
」
禁
制
の
こ
と
は
右
の
如
く
見
出
す
が

こ
れ
に
対
し
て
、
「
歌
垣
」
を
名
指
し
で
禁
じ
た
も
の
を
見
出
せ
な
い
こ
と
に
注
意
を
寄
せ
て
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お
く
。
な
ぜ
、
「
歌
垣
」の
名
で
禁
じ
た
も
の
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
里
中
踏
歌
」
が
禁
じ
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
で
、そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、

こ
の
史
料
は
わ
ず
か
な
が
ら
示
唆
す
る
。
手
が
か
り
は
少
な
い
が
、

そ
れ
を
取
り
出
す
作
業
を
試
み
仮
説

を
立
て
て
て
み
た
い
。

天
平
神
護
二
年
正
月
に
目
を
戻
す
。
注
意
し
た
い
の
は
、
禁
制
の
発
せ
ら
れ
た
日
付
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
「
正
月
十

四
日
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
を
偶
然
の
日
付
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
十
四
日
は
元
宵

の
前
日
に
あ
た
り
、
踏
歌
直
前
の
時
期
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
新
年
は
じ
め
て
の
満
月
の
光
が
降
り
そ
そ
ぐ
の
が
元
宵
で
あ
る
。
唐
の
元
宵

の
前
後
数
夜
の
踏
歌
事
情
を
想
い
浮
か
べ
れ
ば
よ
い
。
す
る
と

こ
の
禁
制
は
、
元
宵
を
目
前
に
控
え
た
予
防
的
措
置
の
意
図
が
強
い
と
知

る
。
民
間
の
踏
歌
は
、
新
年
満
月
の
月
明
に
誘
い
出
さ
れ
た
民
衆
を
熱
狂
さ
せ
る
力
を
持
ち
、
そ
れ
は
な
ん
ら
か
の
弊
害
を
も
た
ら
す
の
が
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常
の
こ
と
と
い
う
の
が
為
政
者
の
理
解
で
あ
る
。
太
政
官
符
を
発
し
た
「
右
大
臣
」
は
藤
原
永
手
で
あ
っ
た
。
い
ま
藤
原
永
手
の
経
歴
を
み

ヲ
ハ
》
〉
｝
、
興
味
深
い
こ
と
に
永
手
が
大
納
言
か
ら
右
大
臣
に
昇
進
し
た
の
は
、

こ
の
符
の
発
せ
ら
れ
る
わ
ず
か
六
日
前
（
「
続
日
本
紀
』
天
平

神
護
二
年
正
月
八
日
条
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
踏
歌
禁
断
の
符
は
、
新
右
大
臣
藤
原
永
手
が
新
任
後
時
を
経
ず
早
速
に
着
手
し
た
初
仕
事
と

で
も
い
う
べ
き
で
あ
り
、
為
政
を
つ
か
さ
ど
る
者
と
し
て
の
新
鮮
な
意
欲
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
効
果
を
期
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、

少
な
く
と
も
二
度
目
の
禁
止
と
い
う
こ
と
は
、
禁
令
が
容
易
に
は
効
果
を
現
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
お
く
。

先
に
傍
証
に
挙
げ
た
「
禁
制
両
京
畿
内
夜
祭
歌
憐
事
」
を
い
ま
少
し
抜
書
き
す
る
と
、
「
夜
祭
会
飲
先
巳
禁
断
。
所
司
寛
容
不
レ
加
一
一
捉

端
。
遂
乃
盛
供
酒
楼
行
事
－
酔
乱
。
男
女
無
レ
別
。
上
下
失
レ
序
。
至
レ
有
一
一
闘
争
間
起
J
淫
奔
相
追
。
違
レ
法
敗
レ
俗
莫
レ
甚
一
一
子
蕊
J
自
今

以
後
。
厳
加
禁
断
。
祭
必
昼
日
不
レ
得
レ
及
レ
氏
日
。

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
月
行
事
と
関
る

（
下
略
）
」
（
延
暦
十
七
年
十
月
四
日
）

も
の
で
は
な
い
点
や
、

天
平
神
護
の
踏
歌
禁
制
か
ら
三
十
二
年
も
後
の
も
の
で
あ
り
、
平
安
京
遷
都
間
も
な
い
頃
の
事
情
を
平
城
京
民
間
の

踏
歌
事
情
に
あ
て
よ
う
と
す
る
点
に
問
題
を
残
す
が
、
夜
に
人
々
が
会
集
し
歌
舞
を
な
す
と
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
、
都
の
治
安
や
秩
序

に
ど
の
よ
う
な
悪
弊
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
か
を
推
し
量
る
に
は
有
効
と
判
断
す
る
。
「
夜
祭
会
飲
」
の
禁
止
は
以
前
に
も
出
さ
れ
て

、
．
、
F

－
o

l
v

砂
’l
u

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
取
り
締
ま
り
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
「
酔
乱
」
「
男
女
無
別
」
「
上
下
失
序
」
と
い
う
状
態
が
起

き

つ
い
に
は
「
闘
争
」
さ
え
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
騒
乱
状
態
を
招
く
危
険
な
行
事
と
し
て
見
逃
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
夜
祭
に
関
す
る
禁
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
夜
祭
歌
舞
に

い
ま
少
し
詳
し
く
み
る
と

つ
い
て
は
「
祭
必
昼
日
不
レ
得
レ
及
レ
昏
」
と
指
示
が
あ
り
、これ
が
祭
り
や
歌
舞
そ
の
も
の
ま
で
を
否
定
し
て
い
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
祭
り
や
歌
舞
は
、

昼
日
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
氏
日
に
ま
で
か
か
ら
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
催
す
時
間
帯
の
制
約
で
あ
り
、
祭
り
や

踏
歌
は
そ
れ
が
集
団
に
よ
る
夜
の

歌
舞
そ
れ
自
体
の
禁
止
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
点
で
、

と
こ
ろ
が
、

踏
歌
禁
断
の
符
と
は
相
違
す
る
。
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群
行
を
本
来
と
す
る
た
め
各
一
に
行
わ
れ
る
選
択
肢
は
な
い
と
い
え
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
天
平
神
護
二
年
の
段
階
で
は
、
お
そ
ら
く

数
あ
る
祭
事
・
行
事
の
中
で
、
踏
歌
だ
け
が
禁
断
さ
れ
る
理
由
を
顕
著
に
抱
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
踏
歌
は
、
一
芯
来
が
渡
来
芸
能
で
あ
り

わ
が
国
古
来
の
伝
統
を
負
う
芸
能
で
は
な
か
っ
た
た
め

一
般
的
な
意
味
で
の
祭
事
の
本
質
で
あ
る
神
へ
の
祭
り
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
公
事
と
し
て
の
伝
統
保
持
を
主
張
で
き
な
い
体
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
禁
断
の
芸
能
と
し
て
指
定
き
れ
名
指
し
で
中
止
き
れ
た
も

の
と
考
え
る
。

た
と
え
ば
、

踏
歌
が
、
敷
地
や
家
の
祝
福
や
鎮
圧
と
い
う
呪
的
側
面
を
も
ち
得
て
い
た
と
し
て
も
、
も
し
夜
行
の
集
団
に
よ

る
町
家
へ
の
弊
害
が
甚
だ
し
い
も
の
な
ら
ば
、
大
破
い
や
追
慨
に
代
わ
る
ほ
ど
の
意
義
を
も
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
民

間
行
事
と
し
て
の
踏
歌
は
公
的
な
主
張
を
強
く
持
ち
得
な
い
享
楽
至
上
の
芸
能
行
事
と
し
て
理
解
さ
れ
た
た
め
に
禁
断
の
憂
き
目
を
甘
ん
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
月
行
事
の
最
後
を
飾
る
上
一
万
の
宵
も
し
く
は
そ
の
数
夜
、
満
月
・
十
六
夜
の
月
に
照
ら
さ
れ
た
男
女
の

群
行
が
踏
歌
し
街
を
練
り
歩
い
て
い
く
と
、
群
行
中
か
ら
男
女
の
風
紀
を
乱
す
者
た
ち
ゃ
、
と
き
に
祝
福
を
装
い
富
家
に
押
し
入
る
な
ど
の

狼
藷
を
働
く
と
い
う
よ
う
な
、
性
と
暴
力
に
よ
る
秩
序
破
壊
へ
向
か
う
動
き
が
生
ま
れ
出
る
。
そ
れ
が
、
奈
良
時
代
の
民
間
踏
歌
を
め
ぐ
る

事
情
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
憶
測
に
わ
た
る
面
が
少
な
く
な
い
が
、

以
上
の
如
く
仮
説
的
に
奈
良
時
代
の
「
里
中
踏
歌
」
を
捉
え

て
お
き
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

奈
良
時
代
の
民
間
踏
歌
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
少
な
く

こ
れ
ま
で
に
な
き
れ
た
議
論
も
少
な
い
。

B

－
司
、
、
‘
、

十
人
ム
口
付

み
た
よ
う
に
、
民
衆
の
踏
歌

や
夜
祭
り
な
ど
に
お
け
る
動
態
に
つ
い
て
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
宮
廷
芸
能
と
し
て
の
踏
歌
は
、
内
教
坊
踏
歌
の
確
立
が
契
機
と
な

り
、
そ
の
質
を
変
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
奈
良
時
代
前
半
の
四
例
に
つ
い
て
は
、
様
態
多
様
で
殊
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
光
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明
皇
后
宮
の
芸
能
環
境
が
力
強
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
光
明
皇
后
は
、

天
平
元
年
八
月
立
后
し
、
立
后
後
ほ
ど
な
く
新
宮
殿
に

そ
の
居
を
定
め
た
よ
う
で
あ
る
。
最
近
の
二
条
大
路
出
土
木
簡
に
関
す
る
精
織
な
研
究
で
は
、

」
れ
ま
で
法
華
寺
地
域
（
旧
藤
原
不
比
等

第
）
と
思
わ
れ
て
い
た
立
后
後
の
皇
后
宮
の
位
置
に
つ
い
て
、
旧
説
を
訂
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
新
皇
后
宮
は
、
立
后
の
六
ヵ
月
前
に
無

念
の
う
ち
に
自
尽
し
果
て
た
長
屋
王
の
邸
宅
跡
で
あ
り
、
王
邸
の
正
殿
跡
に
一
部
重
な
る
か
た
ち
で
新
宮
殿
の
正
殿
・
前
殿
が
建
築
さ
れ
た

一
役
買
っ
た
の
が

わ
が
国
人
に
よ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
皇
后
の
強
い
意
志
の
現
れ
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
威
圧
に
、

(2
) 

踏
歌
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
天
平
二
年
の
踏
歌
は
、
新
皇
后
宮
と
し
て
迎
え
る
は
じ
め
て
の
正
月
に
、

四
百
人
も
の
集
団
で
時
の
百
官
主

典
以
上
が
新
宮
殿
に
練
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
木
簡
研
究
に
よ
る
と
、
新
皇
后
宮
は
、
天
平
元
年
か
ら
天
平
十
二
年
恭
仁
京
遷
都
ま

で
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
宮
殿
内
は
、
華
や
か
な
天
平
文
化
の
発
信
元
で
あ
っ
た
。
皇
后
宮
内
に
置
か
れ
た
と
推
測
き
れ

た
皇
后
宮
職
所
属
の
歌
憐
所
の
存
在
は
、
最
も
よ
く
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
皇
后
宮
に
仕
え
る
女
播
か
ら
女
踏
歌

が
始
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
そ
の
一
端
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

は
じ
め
明
日
香
に
本
拠
を
も
っ
渡
来
人
に
よ
っ
て
起

わ
が
国
の
踏
歌
は
、

こ
さ
れ
た
が
、

そ
の
民
聞
の
渡
来
人
踏
歌
が
、
大
和
国
出
身
の
女
嬬
や
、
光
明
子
の
出
身
地
河
内
安
宿
近
辺
の
女
掃
の
皇
后
宮
勤
め
を
介
し

て
、
宮
廷
入
り
し
、
や
が
て
そ
れ
が
皇
后
宮
で
洗
練
を
受
け
て
、
後
の
発
展
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
宮
廷
踏
歌
も
、
民
間
踏
歌
も
、

ど
遠
い
と
こ
ろ
に
は
位
置
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
奈
良
時
代
の
踏
歌
を
め
ぐ
る
環
境
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

、
迂

(1 (2 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
一
』
p

お
・
日
－
m
・
削
・
摘
。
『
続
日
本
紀
二
』p
m
－

m
他

天
平
二
年
の
官
人
た
ち
の
踏
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
的
認
識
お
よ
び
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
藤
原
茂
樹
「
天

(385) 

さ
は
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平
二
年
皇
后
宮
踏
歌
考
」
美
夫
君
志
第
五
十
四
号
一
九
九
七
年
三
月

池
田
弥
三
郎
氏
「
踏
歌
及
び
神
楽
」
「
日
本
芸
能
伝
承
論
』
一
九
六
二
年
一
月
中
央
公
論
社

踏
歌
の
呪
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
藤
原
茂
樹
「
日
本
の
踏
歌
の
繋
明
｜
飛
鳥
時
代
｜
」
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
紀

要
第
三
九
号
一
九
九
六
年
十
二
月
。
『
中
国
関
係
論
説
資
料
』
第
三
八
号
（
一
九
九
六
年
発
表
論
文
集
）
に
再
録
。

「
古
事
類
苑
』
官
位
部
一
。
林
屋
辰
三
郎
氏
「
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
一
九
六O
年
六
月
岩
波
書
店
。

荻
美
津
夫
氏
『
日
本
古
代
音
楽
史
論
』
一
九
七
七
年
九
月
吉
川
弘
文
館

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
三
補
注
幻
｜
三
一
九
九
二
年
十
一
月
岩
波
書
店

宮
岡
薫
氏
『
古
代
歌
謡
の
構
造
』
一
九
八
七
年
十
月
新
典
社

宮
岡
氏
注
（8
）
同
書
・
阿
久
沢
武
史
氏
「
五
節
舞
の
由
来l
琴
歌
譜
歌
謡
考
｜
」
三
回
国
文
十
七
号
一
九
九
二
年
十
二
月
に
指
摘
あ
る
。

井
村
哲
夫
氏
「
歌
舞
所
私
見
｜
天
平
万
葉
史
の
一
課
題
」
香
雄
潟
三
八
号
一
九
九
三
年
三
月

神
野
富
一
氏
「
歌
謡
と
和
歌
」
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
六
十
二
巻
八
号
一
九
九
七
年
八
月
。
「
琴
歌
譜
「
余
美
歌
」
考
」
国
語
国
文
六
十
六

巻
九
号
一
九
九
七
年
九
月

井
口
樹
生
氏
『
境
界
芸
文
伝
承
研
究
』
一
九
九
一
年
十
月
三
弥
井
書
店
。
宮
岡
氏
「
『
統
日
本
紀
』
歌
謡
の
表
現
と
場l
天
平
十
四
年
正
月

十
六
日
宴
歌
を
中
心
に
｜
」
注
（8
）
同
書

井
口
氏
注
（
ロ
）
同
書p
m
は
こ
の
問
題
に
つ
き
、
「
「
新
し
き
年
の
は
じ
め
」
の
歌
は
、
そ
の
章
曲
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
分
に
踏

歌
を
意
識
し
て
謡
わ
れ
て
い
る
。
」
と
含
み
を
も
た
せ
て
い
る
。
な
お
、
『
万
葉
集
』
の
「
新
し
き
年
の
は
じ
め
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、
諸
説

が
あ
り
、
問
題
を
残
す
。
大
漬
真
幸
氏
「
大
伴
家
持
作
「
三
年
正
月
一
日
」
の
歌
｜
「
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
」
を
め
ぐ
っ
て

l

」
「
日
本
古
典
の
眺
望
』
一
九
九
一
年
五
月
桜
楓
社
。
新
谷
秀
夫
氏
「
新
し
き
年
の
初
め
」
の
家
持
｜
「
伝
諦
」
と
い
う
視
点
」
高
岡
市

万
葉
歴
史
館
論
集
2

『
伝
承
の
万
葉
集
』
一
九
九
九
年
三
月
笠
間
書
院
他

歌
憐
所
の
機
能
に
つ
い
て
、
井
村
氏
、
注
（
刊
）
論
は
、
「
日
本
古
歌
舞
一
般
に
わ
た
っ
て
採
集
・
整
理
・
再
開
発
を
目
的
と
す
る
、
言
わ
ば

「
研
究
開
発
所
」
的
機
能
を
持
っ
て
い
た
」
と
す
る
。
阿
久
沢
武
史
氏
「
「
歌
憐
所
」
の
時
代
｜
大
歌
所
前
史
の
研
究
｜
」
二
一
回
国
文
二
二
号

一
九
九
五
年
六
月
は
、
「
宮
廷
の
正
式
な
「
宴
」
に
お
け
る
官
人
貴
族
の
芸
能
を
教
習
す
る
機
関
」
と
す
る
。
「
研
究
開
発
」
の
概
念
は
井
村

氏
論
に
拠
っ
た
。

(384) 
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（
叩
）

（
日
）
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（
日
）

（
日
）

（
口
）

西
郷
信
綱
氏
「
市
と
歌
坦
」
『
古
代
の
声
』
一
九
八
五
年
年
六
月
朝
日
新
聞
社

増
尾
伸
一
郎
氏
「
古
代
都
市
社
会
に
お
け
る
歌
垣
の
変
容
」
『
万
葉
歌
人
と
中
国
思
想
』
一
九
九
七
年
四
月
吉
川
弘
文
館

宮
岡
薫
氏
「
古
代
歌
謡
の
展
開
」
一
九
九
五
年
九
月
和
泉
書
院
。
森
田
悌
氏
・
井
上
和
久
氏
「
踏
歌
に
つ
い
て
」
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀

要
似
以
州
判
篇
第
四
二
号
一
九
九
三
年
二
月
。
な
お
踏
歌
と
歌
垣
に
つ
い
て
の
問
題
に
つ
い
て
は
宮
岡
氏
同
書
に
諸
説
の
紹
介
と
整
理
が
あ

づ
。渡

辺
晃
宏
氏
「
二
条
大
路
木
簡
と
皇
后
宮
」
『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
｜
長
屋
王
邸
・
藤
原
麻
呂
邸
の
調
査
｜

本
文
編
』
一
九
九
五
年
三
月
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

18 

井
口
樹
生
先
生
の
ご
研
究
の
中
心
的
柱
の
一
つ
に
踏
歌
に
関
す
る
幅
広
い
ご
研
究
が
あ
る
。

す
る
拙
き
一
文
を
謹
ん
で
こ
こ
に
献
じ
る
次
第
で
あ
る
。

そ
の
御
論
の
膜
尾
に
付
し
つ
つ
、
踏
歌
に
関
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